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九州共立大学研究紀要創刊によせて

ll耕地大学踊融朝刊誌よせて

九州共立大学学長福康 弘之

本学ではこれまで各学部が個別に研究紀婆を刊行し，教育研究の成果を学内外に

公表してきました.学部ごとに研究紀要そ刊行することは，その公表先・配布先を

考えた場合，論文への深い洞察と評価が行われるというメリットもありますが，そ

の一方で，同系列の専門分野に限られてしまい，学際的研究が感んに行われている

昨今の状況に鍍みますと，新しい視点からのアブローチが不十分になるデメリット

も併せ持っています.

平成22年4月に，本学に九州共立大学共通教育センターを設置したのを機に，全

学的な研究紀要を刊行する方向で検討を始めました上述のメリット，デメリット

等，これまでの経緯を踏まえ検討を重ねた結果，これまで各学部が個別に発表して

きた教育研究成巣を，大学の教育研究成巣として発表していくことにより，これま

で専門分野に限定されてきた公表先を拡大し，掲載された論文の質の向上にもつな

がると考えました，

本研究紀要はs 大学の全ての職員杭教育研究の成果を発表し交流する場とする

ことをも目指しています. r尚書~ (説命下}に「縫れ教ふるは学ぶの半ばなりJ
という言葉がありますが，これは，人を教え導く者における自戒の言葉として知ら

れています.人にものを教えるというととは，実は学ぷととでもあります.そとに

は己の未熟さを知りどこまでも謙虚な心ζそが求められるのです.本研究紀要を刊

行するにあたって，先ず私たち大学人が思いを新たにし，常に学ぶという姿勢を失

わないように心がけなければならないと思案いたします.

最後に， ここに高らかな産声を上げて誕正在した研究紀重要の創刊のために一方なら

ぬ努力者そしていただいた九州共立大学紀要委員会の委員長並びに委員の皆様，さら

にはご協力いただいたスタッフの方々に心から御礼を申し上げます.

本研究紀要が多くの方々のご心読あって，忌揮のない評価を賜れば幸いです.
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